
2025 年度 

運輸安全マネジメントの取り組み 

(貨物・本社) 

 

 
2025 年４月１日～2026 年３月３１日 

 

2025 年 4 月 1 日 

有限会社山口運送 

 

 



 有限会社山口運送は、代表取締役社⾧（山口諒）をはじめ、全従業員が輸送の安全を確

保するために、一丸となって取り組んでまいります。 

① 輸送の安全に関する基本的な方針 

A: 社⾧は、輸送の安全確保が事業の根幹であることを深く認識し、社内において輸

送の安全確保に主導的な役割を果たす。 また、現場における安全に関する声を真摯

に受け止めるなど現場の状況を踏まえつつ、社員に対し輸送の安全確保が最も重要で

あるという意識を徹底させる。 

B: 輸送の安全に関する計画の策定(P)、実行(D)、チェック(C)、改善(A)を遂行する

ことにより、絶えず輸送の安全に関する情報について、積極的に公表する。 

 

② 輸送の安全に関する重要施策 

A: 輸送の安全確保が最も重要であるという認識を徹底し、関係法令及び、安全管理 

規定に定められた事項を遵守すること 

B: 輸送の安全に関する費用支出、投資を積極的かつ効率的に行うよう努めること 

C: 輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正又は予防装置を講ずること 

D: 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要な情報を伝達 

共有すること 

E: 輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的確に 

実施すること 

 

③ 輸送の安全に関する目標  ※前年度各事故及び、飲酒検知件数０件 

A: 事故（人身、物損等）ゼロ件の継続 

B:  デジタコ安全評価Ｃ以下/月間 ゼロ件 

 

④ 輸送の安全に関する取り組み 

A:安全意識の高揚と法令順守 

 〇経営トップ・安全統括管理者の巡回や関係法令勉強会の実施 

B:輸送の安全に必要な投資 

 〇アルコールチェッカーが正常機能しているか確認 

 〇教育資材 e-ラーニング導入 ¥300,000 

 〇運転手向け講習参加 ¥150,000 

 〇適性、適齢診断、外部研修参加等 ¥300,000 

C:内部監査による是正/予防措置 

 〇内部監査担当者を設置し、監査の実施 

 

D:教育研修の充実 



 〇外部研修への積極的な参加を行い、安全意識、運転技術、省燃費運転等の向上を 

  はかる。 

 

⑤ その他 

A:デジタルタコグラフの活用 

 〇安全走行改善（速度、急発進、急減速、回転数） 

B:ドライブレコーダーの活用 

 〇事故防止のための安全教育に活用（自己分析・予測予防運転） 

C:無事故無違反運転手表彰制度 

〇無事故無違反連続 5 年以上を経過したドライバーへ対して、表彰を行う。 

D:健康管理体制の強化 

 〇健康診断・・・年 2 回の受診を行う（やむを得ない場合でも最低 1 回） 

 〇無呼吸（ＳＡＳ）検査・・・毎年 1 回行う 

 〇脳 MRI 検診・・・３名受診する 

 

⑥ 現場の強化 

A:コミュニケーション力の強化 

〇運行時の問題点の報告連絡（車両や道路の以上等） 

〇ヒヤリハット・ヒューマンエラーへの対応（問題意識の選出） 

〇基本操作、予測運転の実施 

 

⑦ 安全に関する投資 

〇設備、機器等に関する投資・・・ 

〇教育に関する投資・・・ ¥300,000(日帰り、宿泊を伴う研修へ参加） 

                      (履歴証明書) (適齢診断) 

〇健康に関する投資・・・ ￥300,000 

(脳 MRI 検診、SAS 無呼吸スクリーニング検査等） 

＜合計：¥600,000＞ 

 

⑧ 安全管理規定 

別紙のとおり 

 

⑨ 安全統括管理者 

〇山口 

 

 以上 


